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令和 2 年 10 月 17 日（土）環境フェスタのリ

モート撮影会が、武蔵野クリーンセンターで行

われた。 

「むさしの・すまいのよろず相談会」は東京

都建築士事務所協会北部支部・武蔵野建設業協

会・むさしのまち大工・東京都宅地建物取引業

協会中央支部の4団体で構成されています。残念

ながら今年はコロナ渦でいつものクリーンセン

ター脇の広場で行われていた催しものが中止と

なりました。 

この様な事態に於いて環境フェスタ委員会

は、今年はリモートで市民へ発信出来ないかと

考え、出展者が個別に撮影会を行ない市民にリ

モート発信しようということになった。 

そこでよろず相談会では出品方法を会議によ

り考えた結果、アイデアを出し、いつもテント

代わりに木造軸組みを組み立てていたその過程

を見せ、なおかつ環境問題を提言すべく、省エ

ネを考えた窓を取りつけるところまでの施工を

見せたらどうか、という話になった。そして組

み立てにあたり「むさしのまち大工」が快く引

き受けてくれた。 

撮影当日、外はあいにくの雨であったが、広

い建物の中で行うことが出来た。この会場はク

リーンセンターの敷地内部にある「むさしのエ

コｒe リゾート」という建物で、色々な催しものができるようになっているとの事です。 

撮影会の映像の中では「むさしの・すまいのよろず相談会」実行委員会の中田委員長が今回の趣旨を述べ、

「この会はもともと市の住宅対策課で行っていた住まいのよろず相談において、相談内容が多岐にわたり、総

合的な窓口を整える重要性を痛感したため、建築関係の各団体を取りまとめ、平成 14 年に発足した。各相談

を受けたり、イベントへの参加で普及・啓

蒙活動を行っています。」と伝えた。 

 

当日は延べ１５人ほどが集まり（とても

広い会場で密にはならなかった）、朝早く

から 3 時くらいまで、昼食（各自距離をと

って弁当を食べた）をはさみ一日がかりで

行われた。まち大工の手際良い息の合った

作業と心地よい金鎚の音で、見る間に軸組

が出来上がっていった。 

完成したビデオは編集して後日、市民が

見えるようにしたが、撮影会までに至る準

備や当日の作業には、皆さんの大変な労力

が集約された結果、大変出来の良いものと

なりました。 

 

小金井街道と滝山中央通りが交わる交差点の近くに以前「通信住宅」というバス停が

ありました。 今は「ｸﾞﾛｰﾌﾞﾗｲﾄﾞ本社入口」の名前に替わっていますが、この近くに戦前

から終戦まで陸軍の通信諜報施設「北多摩通信所」がありました。そのことからつけら

れた名前です。 正確な場所は「図 1」の青線で囲まれた場所です。 北には「味の民

芸」道路はさみ「ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ」があります。  

 北多摩通信所は昭和 6 年満州事変以後、無線諜報強化のため関東軍に特殊情報

機関が創設され無線情報の収集が強化されました。さらに高速度無線傍受所がのぞま

れ東京郊外の田無町の西方 2.5km 付近に設置されたのが「北多摩通信所」でした。 

この通信所は昭和８年に稼働し始めましたが、地理的な交通不便さから所長官舎や

寄宿舎 浴場などが付属して建てられていました。その後幾度かの拡張工事が行われ、

昭和２０年では通信所の西側にも多くのアンテナ群が立つ。今思えば考えられないほ

どの大きな施設だったと考えられます。当時の様子を知るためいくつかの資料(下記)を

使ってﾋﾞｼﾞｭｱﾙ化しました。 昭和 20 年の航空写真を下地に各施設名などを張り付け

たものです。また当時の写真も東久留米市の広報資料によるものです。 

 

・昭和 16 年(1941 年)12 月 7

日夜遅、仕事を終えた所員が

「米海軍通信網が混乱してい

る」との報告を受け急きょ職務

室にもどり調べた結果、通常

暗号のはずがどうしてか普通

文でした。 宛先は「各水域ｱﾒ

ﾘｶ軍司令長官」本文は

「TAKE FORTY SIX 

AGAINST JAPAN」 でした。 

所員は直ちに参謀本部に報

告した結果「引き続いて注意

深く監視せよ」でした。 午前３

時をまわっていました。 

つまり、日本軍が真珠湾を攻

撃した時間は日本時間で 12

月 8 日午前 3 時過ぎ、よって

米軍からの戦争開始を知らせ

る通報を直接傍受したことに

なります。 

・またここ通信所では、 広島

に落とす原子爆弾を積んだ

B-29 の動きを察知していたよ

うですが、 その時は何の爆弾かも知らずにその不審な動きを捉えていたのは興味深いものがあります。 

・北多摩通信所と海軍所轄の大和田通信とは所員が自転車で毎日往復していましたが、互いに競争関係にあったようです。

昭和 20 年１月頃から米軍は外交電報も 暗号ではなく「日本をばかにしているのか」通常文ばかりになり、3 月 10 日に東京の

中島飛行機の工場を爆撃するという予告も傍受していました。しかし、もう時すでに遅く、なすすべがなかったようです。 中嶋

飛行機の工場は東久留米市の広報にもありますようにひばりが丘団地にもその工場がありました。また今の武蔵野市役所の西

側にも工場がありました。 当時の様子の航空写真が国土地理院の地理院ﾏｯﾌﾟでどなたでも見る事が出来ます 

 

資料 「日本陸軍の通信諜報戦」鳥居英晴著 けやき出版 

写真 1,2,航空写真 東久留米市教育委員会「久留米文化財」第 28 号 

 
 

  
株式会社 LIXIL 東京西支店 

東京都昭島市田中町６１０－３ 

     http://www.lixil.co.jp 

 

自動ドア・ステンレス建具 

 

西東京支店 
〒186-0001 国立市北 1-4-3 

TEL ： 042-575-1725 

   http://www.nabcosystem.co.jp 

生コン販売・ALC（ｸﾘｵﾝ）・耐火被覆他 

日興産業株式会社 

TEL 042-342-0044 FAX 345-9576 

武蔵野クリーンセンター 

挨拶する中田委員長 

撮影風景 
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＝ お知らせ ＝  

小平市が令和３年４月から特定行政庁になりました 北部支部令和３年度定時総会を開催 

 

小平市が令和３年４月から特定行政庁となり、建築確認等の業務を開始することになりました。今後、東京

都多摩建築指導事務所で扱っていた小平市内の建築に関する確認・検査等、建築基準法に基づく業務は小平市

が行うことになり、小平市役所４階の小平市都市開発部建築指導課で受付けています。 

 

小平市が行う業務は以下の通りです。 

・建築計画の確認・許可・認定等 

・違反建築物等の取締り 

・建築リサイクル法の届出 

・長期優良住宅の認定 

・低炭素建築物の認定 

・建築物省エネ法に基づく適合判定・認定等 

・建築計画概要書の閲覧等・台帳記載事項証明書の交付 

・中高層建築物の紛争・予防に関する図面の閲覧 

・道路（位置）の指定申請図の閲覧・写しの交付 

・特定建築物の定期報告に関すること 

等となっています。 

 

また、東京都と取り扱いが異なるものとして 

中高層建築物に関する届出等については、標識設置に加えて近隣関係住民への説

明、又は戸別訪問による説明が必要になります。 

 

都市計画法に基づく開発許可について 

「東京都で行っている都市計画法に基づく開発許可については移管されません。

従来どおり東京都多摩建築指導事務所開発指導第二課へ問い合わせしてくださ

い。」となっています。 

 

 

北部支部令和３年度定時総会が、令和３年５月１９日（木）に小平市の「一龍」でコロナ禍の中に於いて開催された。当

初、ZOOM 総会も想定されたが、支部長の任期満了ということもあり、支部長、副支部長、相談役など合計８名で、人数

制限をするなどをしての開催であった。 

５６帖の大広間にて殺菌、検温、また換気、ソーシャルディスタンス、アクリル板の取付けなどをして支部長、副支部

長、相談役など合計８名が出席、総会は滞りなく無事終了した。なお、４年間の任期を終えた福室前支部長をねぎらい

花束が贈呈された。 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

田中 幸男 新支部長挨拶 
 
皆さまコロナ禍でどのようにお過ごしでしょうか。それぞれにさぞ大変な思いをされていることと存じます。 

さてこの都度、支部長に就任致しましたので一言挨拶をさせて頂きます。        

これから支部長をはじめるに当たり、行動力を生かしすぐに実行し、皆さまのお役に立ち

たいと思っております。 

また、会員相互の人間関係を大切にしていき、例えば会員同士の関係や、いつもお世

話になっている協力会員さまとのコニケーションをはかっていきたいと思います。 

支部に入会しましてから 30 年以上経ちました。長年業務委員や厚生委員長、副支部

長などやらせて頂きましたが、それらのノウハウを生かしていければと思っております。 

これからは支部長という重責を担う事となりますが、一人では支部長が成り立ちません。

皆さまのご協力のもと支部を盛り上げて行きたいと思いますので、何卒ご指導ご鞭撻のほ

ど宜しくお願い申し上げます。 

最後に一日でも早くコロナが収束に向かうことを切に願っております。 

 

＜支部広報よりお詫び＞ 

 昨年早々からのコロナ禍により、行事などがことごとく中止になり本誌の発行が滞ってしまいました。 

また発行していきますので、よろしくお願い致します。 

清瀬市が新庁舎に！ 
 

清瀬市役所が新庁舎となった。 

令和３年５月６日に清瀬市役所の新庁舎のお披露目式が行われた。約

５０年経った庁舎は、防災上、耐震の観点から立て直しが考えられ新築

に至った。 

新庁舎は鉄筋コンクリート造4階、地下１階建て、延べ面積約１万平方

メートル。 

今までの庁舎の南側で、清瀬駅から続く道路から元の駐車場のスペー

スまでを利用して新庁舎が設置された。以前は少し奥まった位置で目立

たなかったが、今回は立派な庁舎となり存在感がある。１階のロビーか

ら２階までは吹き抜けとなり、非常に立派だ。各フロアーの執務を行う

スペースも全体が見渡せて、機能的でとてもスッキリしている。何も用

がなくても行ってみたいというぐらいの建物になった。 

４６億円の総工費で免振構造を採用しているようだが、他に特徴とし

て清楚な外観のデザインや、開かれた市民サービスの一環として４階の

議場に親子が数組傍聴できる席が設けられている。 

   
〒171-0022 東京都豊島区南池袋 2-9-9 

http://www.kodama-conc.jp 
 

アルミニウム製建具、鋼製建具 
ＹＫＫ ＡＰ株式会社 

東京ビル建材統括支店立川支店 
〒190-0012 東京都立川市曙町 1-27-10  
         読売立川ビル６Ｆ  

  TEL：042-521-1020 

右：福室前支部長 コロナ禍での支部総会を開催 

田中新支部長 

南側道路から 


